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エネルギーのはなし　第 2 編

【連載】

藤川 卓爾　（昭和４２年卒）
出典：「火力原子力発電」第60巻、第2号、2009-2、pp.32～ 40
発行：　火力原子力発電技術協会

(その 6 )

図 15　世界の風力発電導入量
(提供：三菱重工業，[出典] World Market Update 2006，BTM Consult Aps)
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3.3.3 風力発電
図15に示すように，世界中で風力発電設備の導入が進んでおり，現在の総設備容
量は1億kWに達するといわれている。図16に示すように，日本でも風力発電設備
の導入が進んでいるが，総設備容量はようやく200万 kWに達するところであり，
2.1節で述べたように，まだ風力発電の先進国といえるまでには至っていない。
風のエネルギーは密度が低いので化石燃料を使用する原動機に比べると風車は出
力当りの設備の大きさが巨大になる。写真5の日本最大の2400kW風車はプロペラ
の直径が92m，タワーの高さが70mなので、プロペラの先端は116mに達する。ま
た，風車の出力は風速の3乗に比例するので，風が弱くなると出力が大きく減少
する。
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写真5　日本最大の2400kW風車
      (提供：三菱重工業)

3.3.4 太陽熱，太陽光発電
太陽エネルギーの直接利用には二つの方法がある。一つは太陽熱の利用，もう一つ
は太陽光の利用である。
(1)太陽熱：太陽熱の利用は，写真6に示すように，多数の反射鏡を用いて太陽熱で
油を加熱し，その油で蒸気を作って発電するものである。この写真は米国カリフォ
ルニア州の太陽熱発電所であるが，3万kW規模の発電をするのにこのような広大な
面積が必要となる。

(2)太陽光：太陽光の利用は太陽
電池で直接発電するものである。
写真7はドイツの太陽光発電所で
ある。ここでも数千kW規模の発
電に広大な面積が必要なことが
わかる。

3.3.5 海洋エネルギー発電
海洋のエネルギーを利用した発
電方式には次のようなものがる。
(1)波力発電
(2)潮汐発電
(3)潮流発電
(4)海洋温度差発電

図16　日本の風力発電導入量   (提供：三菱重工業，[出典] NEDO風力発電導入量)
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海洋のエネルギー
の総量は巨大であ
るが，(3)の潮流発
電以外は広大な面
積にわたって分散
したエネルギーで
あるのでその利用
技術は未開発であ
る。(4)は温度差が
小さい(せいぜい30
～ 40℃)ので経済性
が出にくい。

3.3.6 バイオマス発電
「21世紀エネルギー」の具備すべき条
件は下記のようなものであると考えら
れる｡
(a)持続可能な恒久的エネルギー
(b)地球環境を乱さないエネルギー
(c)生産量が世界人口に対して石油換
算1.5～ 2.5kL/人・年を供給可能
(d)世界経済を破壊しないエネルギー
コスト
(e)石油に代替できる液体燃料
バイオマス(草，木その他生物の資源)

をガス化しメタノールを製造することにより上記の条件を満たし得る6)。現在，バ
イオマスのガス化やそれを使用してのメタノール合成などの開発が行われている
7)。

４．おわりに

「エネルギーのはなし」の(その2)として，「日本のエネルギー事情」と「21世紀の
エネルギーはいかに」と題して述べた。化石燃料に全面的に依存する状況から脱却
しなければならないのは明らかであるが，それに代わる代役が原子力を除いてはま
だ十分に育っていないというのが実情である。

写真6　米国カリフォルニア州の太陽熱発電所
        (提供：三菱重工業)
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写真7　ドイツの太陽光発電所 (提供：三菱重工業)
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(第２編　おわり)

【要領】

宛先は京機会の e-mail：　jimukyoku@keikikai.jpjimukyoku@keikikai.jpjimukyoku@keikikai.jpjimukyoku@keikikai.jpjimukyoku@keikikai.jp   です。
　原稿は、割付を考えることなく、適当に書いてください。　MSワードで書いて頂い
ても結構ですし、テキストファイルと図や写真を別のファイルとして送って頂いても
結構です。　割付等、掲載用の後処理は編集者が勝手に行います。
宜しくお願い致します。

京京京京京機機機機機短短短短短信信信信信へへへへへののののの寄寄寄寄寄稿稿稿稿稿、、、、、　　　　　宜宜宜宜宜しししししくくくくくおおおおお願願願願願いいいいい申申申申申ししししし上上上上上げげげげげままままますすすすす
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E-mail: yuko118@iic.kyoto-u.ac.jp

Tel: 075-753-9200 E-mail: ntomita@iic.kyoto-u.ac.jp



- 5 -

「「「「「京京京京京機機機機機会会会会会     学人流動学人流動学人流動学人流動学人流動・・・・・久保基金」久保基金」久保基金」久保基金」久保基金」の創設の創設の創設の創設の創設
                                          　　代表幹事　吉田英生（1978年卒）

　京機会会長 久保愛三氏（1966年卒）より、このたび標記基金（700万円）のお
申し出をいただきました。　京機会会員とりわけ大学所属メンバー（職員）の京機
会活動への積極的な参加を以前より提唱してこられました同氏が、「大学・高専の
教員、事務員、技術員等が京機会の行事に参加する際、その交通費を提供したい」
という目的で創設いただいたもので、「これは世の実状を知るための勉学を大学人
に促すことであります。　大学現役教員が京機会活動に積極的に参加し、京大機械
系が国を支える人材を生み出し、幸せな日本を作るより強い牽引力になることを期
待して。」　と趣意書を結んでおられます。
　現在、運用のための準備を行っており、近日中に開始いたします。　詳細は、大
学所属メンバーにメーリングリスト等で別途ご案内申し上げます。　なお、本基金
が有効に使われることを日常的にも明確化するための方策として、受給者の「学人
流動km」を定期的に合算・積算して、京機会ホームページに表示いたします。目標
は20万 km（地球5周分）です。
　京機短信115号（2009年 7月20日発行）で案内のあった「京機会 海外へチャレ
ンジ・脇坂基金」が学生への補助であったのに対し、本基金は大学教職員への補助
であります。　大学側メンバーに対する補助基盤が着々と充実していっていること
は嬉しい限りです。　久保会長、誠にありがとうございました！

【【【【【事事事事事務務務務務局局局局局かかかかからららららのののののおおおおお詫詫詫詫詫びびびびび】】】】】
     学年評議員一覧学年評議員一覧学年評議員一覧学年評議員一覧学年評議員一覧：：：：：
　京機会ニュースNo25
に掲載されておりまし
た評議員一覧に一部変
更がございましたの
で、改めまして評議員
一覧をご案内いたしま
す。
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　京機会に長年にわたり貢献して
こられました機械理工学専攻機械
力学講座メカトロニクス分野　准
教授　横小路泰義さん　が11月 1
日付（予定）で、神戸大学工学部
機械工学科の教授として栄転され
る事になりました。　　彼はロ
ボットの専門家で、穏和な人柄と
笑顔は、会う人をいつも幸せにす
るものでした。　横小路さんは、
特に京機会名簿の管理や事務仕事
の電子化、事務員の作業低減に努
力されてきました。　来年早々、
皆様方にお届けする名簿も彼の労

横小路泰義　さん　ご栄転横小路泰義　さん　ご栄転横小路泰義　さん　ご栄転横小路泰義　さん　ご栄転横小路泰義　さん　ご栄転

名簿発行業者との打合

第３８回　関西支部　京機サロン　のお知らせ第３８回　関西支部　京機サロン　のお知らせ第３８回　関西支部　京機サロン　のお知らせ第３８回　関西支部　京機サロン　のお知らせ第３８回　関西支部　京機サロン　のお知らせ　　
　今回は、有限会社　IMIイノベーション・マネジメント研究所代表取締役 横山一
浩氏をお招きして「新しい研究開発システム：オープンイノベーションの動向」の
題目で講演をして頂きます。
締め切り11月 5日(木)、先着55名迄。　申し込みは京機会HPから。
　　　　http://www.keikikai.jp/salon/kansai/salon_kansai.html

日時 : 平成21年 11月 13日(金) 18:15～ 19:15
　　　　講演会後に懇親会(19:15～ 20:30)
場所 : 大阪弥生会館　(大阪駅より徒歩2分)

   http://www.jrwelnet.co.jp/hotels/yayoi_kaikan/osaka/index.html
〒 530-0012　大阪市北区芝田2丁目4-53　TEL:06-6373-1841 FAX:06-6371-0585

講演題目 :　「新しい研究開発システム：オープンイノベーションの動向」
　世界の企業は市場のグローバル化に加速された競合の激化にさらされており、環
境変化に迅速に対応せざるを得ない状況にある。　経営体質の強化のために、各企
業は選択と集中を加速しており、研究開発部門も例外ではない。　80年代にSRIで
取り組んだイノベーション・サーチでは、マルチディシプリーナリー(多分野)の専
門家によるアイデア発掘という方法で企業が抱える様々な課題に斬新な解決策を提

作です。　どうもありがとうございました。　今後のますますのご活躍を祈ります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　京機会会長　久保愛三
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供した。　高速インターネットが世界中に普及し、瞬時に情報が交換できるインフ
ラが整備され、東西冷戦の終結で旧共産圏を含む科学技術情報もより自由にアクセ
スできるようになった今日、イノベーションのプロセスにも大きな変化が始まっ
た。　3年前ナインシグマ・ジャパンが設立された当初からプログラムマネー
ジャーとして日本の製造業の様々な研究開発課題に対するソリューションを提供し
てきた経験から、オープンイノベーションを研究開発活動の生産性をたかめるため
にどのように活用すべきか、またその課題と今後について考察してみたい。

第２８回　関西支部　異業種交流会のお知らせ第２８回　関西支部　異業種交流会のお知らせ第２８回　関西支部　異業種交流会のお知らせ第２８回　関西支部　異業種交流会のお知らせ第２８回　関西支部　異業種交流会のお知らせ
　異業種交流会を、コマツ様、関西電力様、あわら温泉「政竜閣」社長向野様 （S
５５卒）のご厚意により宿泊型で収穫たっぷりの交流会を企画いたしました。　
　多数のご参加をお待ち申し上げます。　ご家族のご参加もお待ちしております。

１．日程　：　２００９年１１月２０日（金）・２１日（土）
２．会場　：　
【１１月２０日（金）】

　コマツ粟津工場　石川県小松市符津町ツ23　
　　【地図】 http://www.keikikai.jp/shibu/kansai/kansai_img/komatsumap.gif
　あわら温泉「政竜閣」　http://seiryu.cc/
　　福井県あわら市西温泉1-102 　TEL：0776-77-3100 　
　　【地図】 http://awara-seiryu.jp/tizu.html
【１１月２１日（土）】

　関西電力（株）大飯発電所　大飯郡おおい町大島1
　  【地図】 http://www.kepco.co.jp/pr/ohi/accessmp.htm　　
３．集合場所　：
　コマツ　粟津工場にご集合ください。【添付の地図ご参照ください。】
　コマツ粟津工場の正門の守衛所に「京機会の工場見学会」と告げてください。
　入門許可をとって、そのままゲストハウスを尋ねてください。
　守衛所からゲストハウスに連絡が行って、お迎えいたします。
　タクシーでお越しの場合は、「コマツ　粟津工場正門」で着きます。
４．スケジュール
【１１月２０日（金）】

　１３：３０　コマツ粟津工場集合（JR粟津駅に隣接）
　１３：４５～　開会挨拶　　　　平田関西支部長
　１３：５０～　コマツ様ご挨拶　総務部長　  伊藤様
　１３：５５～　概要説明　　　　総務部課長　伊藤様
　１４：１５～　工場見学        タイヤ・トランスミッション関係の生産ライン
　１５：４５～　コマツ工場出発　　あわら温泉「政竜閣」に移動
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　　　　＊＊　ここからのご参加も可能です。＊＊
　１７：１５～　講演　コマツ　岩本様
　１８：１５　　 入浴

　１９：３０～　懇親会

【１１月２１日（土）】
　９：００頃 　 あわら温泉「政竜閣」出発、バスにて移動
　１３：００　　関西電力（株）エルパーク大飯　到着
　１３：００～　発電所概要説明
　１３：４０～　発電所見学
　１５：１０～　講演　原子力技術部長　千種様（S57修士）

　１６：３０頃　エルパーク大飯　出発　
　　●復路は京都駅までバスをご用意します。（ご希望者はご利用ください）

５.参加費用　

＊２０日のコマツ粟津
工場までの交通費、２
１日の大飯または京都
からのお帰りの交通費
は各自でご負担とさせ
ていただきます。
＊「政竜閣」での懇親
会・宿泊費および移動
用バスなど 約13,000
円 /お一人　の予定。
会場にて、徴収させて
いただきます。

６．参加定員　　先着
　　　　　　30名

７．参加申込方法
　参加申込は、京機会
のホームページ上で行
うことを原則とさせて
いただきます。

　　http://www.keikikai.jp/cgi-bin/index.cgi?D191
上記入力フォーマットに、必要事項を御記入していただければ、登録されます。
★申込み締切りは、11月 6日とさせていただきます。
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● 詳細はPDF版でご覧下さい。Info

１．１．１．１．１．世界の消費市場世界の消費市場世界の消費市場世界の消費市場世界の消費市場・・・・・環境関連ビジネス市場に関するアンケート調査環境関連ビジネス市場に関するアンケート調査環境関連ビジネス市場に関するアンケート調査環境関連ビジネス市場に関するアンケート調査環境関連ビジネス市場に関するアンケート調査
　　　　　　　　　　　　JETRO日本貿易振興機構　　　　　　2009年 09月 17日
http://www.jetro.go.jp/world/japan/reports/07000112
　本報告書は、ジェトロが2009年 4～ 5月にかけ、ジェトロメンバーズ813社の
方々にご協力をいただいたアンケート調査の結果をまとめたものである。今回の調
査では、これまで継続的に取り上げてきた海外での販売活動の見込み等を調査項目
に盛り込んだ。この他、環境ビジネスへの取り組み等、前回調査よりもより踏み込
んだ質問を設けた。
主な図表： 現在および将来の海外での販売の見込み、

環境ビジネスへの取り組み（全体）
http://www.jetro.go.jp/jfile/report/07000112/sekaishouhi.pdf
関連情報
　中国東北三省の環境産業に関する調査報告書（2009年 9月）
http://www.jetro.go.jp/world/asia/cn/reports/07000110
　コロンビアの消費市場調査（2009年 4月）
http://www.jetro.go.jp/world/cs_america/co/reports/07000105
　日本・EU　EIA研究会報告書（2009年 6月）
http://www.jetro.go.jp/world/europe/eu/reports/07000103
　メキシコ消費市場調査（2009年 8月）
http://www.jetro.go.jp/world/cs_america/mx/reports/07000099
貿易・投資相談Ｑ＆Ａ
　ニュージーランドでの製造業設立における留意点について
http://www.jetro.go.jp/world/oceania/nz/qa/03/04J-010426
　低公害車輸入における税制上優遇処置について
http://www.jetro.go.jp/world/japan/qa/importproduct_10/04J-010219
　容器包装リサイクル法に基づき、再商品化義務のある容器包装種類について
http://www.jetro.go.jp/world/japan/qa/importproduct_10/04J-010203
　ドイツの環境ラベル「ブルー・エンジェル」の取得手続きについて
http://www.jetro.go.jp/world/europe/de/qa/01/04A-A11266

２．２．２．２．２．中国の環境産業に関する調査報告書中国の環境産業に関する調査報告書中国の環境産業に関する調査報告書中国の環境産業に関する調査報告書中国の環境産業に関する調査報告書（2009年 3月）
　　                  JETRO日本貿易振興機構　　　　　　2009年 09月 25日
http://www.jetro.go.jp/world/asia/reports/07000126
要旨：  中国では、経済発展最優先の現状から環境と経済の調和が取れた発展への
転換にむけ、環境問題への認識が高まっている。「第11次 5ヵ年計画」でも主要汚
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染物質の排出量削減等拘束性目標が掲げられ、各地方でもその削減目標達成は地方
幹部に対する業績評価項目にもなっている。ここ数年間に環境関連法の整備、関連
施設建設等のプロジェクト推進、関連規制の運用強化が進む中国では、対応を求め
られる各業界や地方政府、環境サービス企業における先進技術導入ニーズは高まる
ばかりである。この状況は環境大国といわれる日本にとってもビジネスチャンスで
あり、これから中国でのビジネス展開を検討する日本の環境関連企業の方々の基礎
資料として本報告書を作成した。中国における環境産業に関する基礎概要をまとめ、
実際に中国で活躍する日系企業の取り組みインタビュー録も紹介している。
http://www.jetro.go.jp/jfile/report/07000126/chinakankyo.pdf
関連情報
　世界の消費市場・環境関連ビジネス市場に関するアンケート調査（2009年 9月）
http://www.jetro.go.jp/world/japan/reports/07000112
　中国東北三省の環境産業に関する調査報告書（2009年 9月）
http://www.jetro.go.jp/world/asia/cn/reports/07000110
　中国における省エネ・エコ建材市場参入可能性調査（2008年 10月）
http://www.jetro.go.jp/world/asia/cn/reports/05001640
　中国における産業廃棄物・リサイクル政策　（2007年 3月）
http://www.jetro.go.jp/world/asia/cn/reports/05001469
　大連市汚水処理設備市場参入のための調査報告書（輸出促進調査） 2007年3月
http://www.jetro.go.jp/world/asia/cn/reports/05001429

３．３．３．３．３．フコク経済情報マンスリーエコノミックレポートフコク経済情報マンスリーエコノミックレポートフコク経済情報マンスリーエコノミックレポートフコク経済情報マンスリーエコノミックレポートフコク経済情報マンスリーエコノミックレポート             フコク生命
http://www.fukoku-life.co.jp/economic-information/index2.html
　国内経済の動向　2009・2010年度経済見通し
http://www.fukoku-life.co.jp/economic-information/report/download/report_VOL195.pdf

1．2009年度のわが国の実質GDP成長率は▲2.9％、2010年度は＋1.5％と予測した。
2．民間調査機関11機関の実質GDP成長率予測の平均は、2009年度が▲2.8％、2010
年度が＋0.9％となった。統計の遡及改定が行われたことを主因に、前回予測（5
月時点）から2009年度の予測値は上方修正された。

アナリストの眼　都市鉱山の開発は持続可能な社会への一歩
http://www.fukoku-life.co.jp/economic-information/report/download/analyst_VOL195.pdf

1．今後レアメタルに対する需要の増大が予想されるが、埋蔵量や資源の偏在など安
定供給に不安がある。レアメタルは将来リサイクルが必須となろう。

2．使用済み電子製品から金の回収が行われているのに対し、レアメタルの回収は一
部を除き殆ど行われていない。製品に使用されている量がごく微量である点と貴
金属よりも単価が安く回収コストに見合わない点がネックになっており、効率的
な回収技術の開発が待たれる。
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４．４．４．４．４．食品廃棄物のリサイクルは進むのか食品廃棄物のリサイクルは進むのか食品廃棄物のリサイクルは進むのか食品廃棄物のリサイクルは進むのか食品廃棄物のリサイクルは進むのか      　みずほ総研     2009年 9月 17日
　　～消費者の取り込みに残された課題と展望を探る～
http://www.mizuho-ri.co.jp/research/economics/pdf/research/r091001policy.pdf

５５５５５. . . . . 調査月報調査月報調査月報調査月報調査月報 2009 2009 2009 2009 2009年年年年年1010101010月号月号月号月号月号 No.702・・・            住友信託銀行
http://www.sumitomotrust.co.jp/RES/research/PDF2/702.pdf
　経済の動き      上場企業の業績・資金需要の動向～
http://www.sumitomotrust.co.jp/RES/research/PDF2/702_1.pdf
　産業界の動き　　　リサイクルトナーカートリッジ市場の動向
http://www.sumitomotrust.co.jp/RES/research/PDF2/702_2.pdf

６．６．６．６．６．杞憂と無謀の間で繰り返される金融危機杞憂と無謀の間で繰り返される金融危機杞憂と無謀の間で繰り返される金融危機杞憂と無謀の間で繰り返される金融危機杞憂と無謀の間で繰り返される金融危機 　　ニッセイ基礎研 2009年 10月号
http://www.nli-research.co.jp/report/report/index.html
http://www.nli-research.co.jp/report/report/2009/10/repo0910-C.pdf
　株式市場は本格回復に入れるか
http://www.nli-research.co.jp/report/report/2009/10/repo0910-T.pdf
　オーストラリアの医療保障制度について
http://www.nli-research.co.jp/report/report/2009/10/repo0910-1.pdf
　生保加入後のサービス・情報提供の現状と意向
http://www.nli-research.co.jp/report/report/2009/10/repo0910-2.pdf
　環境関連への注目度高める日本企業の経営戦略
http://www.nli-research.co.jp/report/report/2009/10/repo0910-3.pdf
　欧州発金融危機再燃のリスク
http://www.nli-research.co.jp/report/report/2009/10/repo0910-4.pdf
　政策アセットミックスの賞味期限と最小分散アセットアロケーションの試み
http://www.nli-research.co.jp/report/report/2009/10/repo0910-5.pdf
　高水準続く「恐怖の指数」
http://www.nli-research.co.jp/report/report/2009/10/repo0910-D.pdf
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KARTKARTKARTKARTKARTの大会結果と車両概要の大会結果と車両概要の大会結果と車両概要の大会結果と車両概要の大会結果と車両概要
　2004年度から大会に参戦しているKARTの車両について大きな特徴と言えるのは
アルミスペースフレームとドライカーボン製のカウルです。 　アルミフレームは溶
接性や疲労の問題から信頼性、精度、剛性等について鉄フレームと同等のものを実
現するのは非常に困難であるとされています。　しかし、アルミの絶対的な優位点
である軽さを最大限に引き出せる設計を目指して取り組んできた私達の6年間のノ
ウハウの蓄積は、他の大学の鉄のそれとも引けをとらないものがあり、鉄と比して
も遜色ないまでのフレームを実現しつつあると考えています。　また、カウルは大
会参戦2年目からカーボンプリプレグ製のものを使用していますが、独自の製法を
開発することで低コスト化と成型加工の容易さを実現しました。　ドライバーの保
護と車両の軽量化に貢献すると共に、アルミフレームと相まってレーシングカーと
しての車両の運動性能の高さを想起させるような美観も生み出しています。

2003年 12月 KART結成
2004年 第 2回大会 20位／34チーム

ルーキー賞3位
2005年 第 3回大会 12位／45チーム
2006年 第 4回大会 14位／51チーム

グッドフレームデザイン賞　2位
2007年 第 5回大会  6位／61チーム

オートクロス2位
ASME-Japan賞

2008年 第 6回大会 15位／66チーム
ASME-Japan賞

2009年 第 7回大会 17位／66チーム
日本自動車工業会会長賞

　KARTは、学生がレーシングチームという組織の中で、座学では学ぶことの出来な
い幅広い経験を積むことを目的としています。　活動では、車両の設計、製作のみ
ならず渉外、広報、会計処理、チームマネジメントに至る全ての業務を学生自らの
手で行います。　その過程で直面するであろう様々な問題を克服しながら、設計ソ
フトや工作機械に関する技術を習得し、設計から製造までの考え方や過程を学びま
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す。　さらに、メンバー間で折衝すること、責任を持って担当部署を勤め上げるこ
と、知識を自分のものにし決断力や実行力をつけることは、組織で活動してゆく上
で必須のものであり、この経験はエンジニアを目指す私達にとって必ず有意義なも
のとなるはずです。 　ものづくりの厳しさと面白さを味わいながら、人間的にも成
長し、いずれ日本を支えてゆくことになる学生の能力を養ってゆくことがこの活動
の目標です。
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「「「「「KARTKARTKARTKARTKART新体制」新体制」新体制」新体制」新体制」についてについてについてについてについて
　若手中心に組まれた昨年度チームでしたが、その経験の不足から苦汁をなめまし
た。　今年はその苦い思いをし、成長したメンバーが中心となって京都大学フォー
ミュラプロジェクトKARTを建て直して参ります。

　そんな私たちが今年度のチームコンセプトとして選んだのは「KAIZEN」です。　
例年、私たちの車両製作は「新技術を盛り込む」ことに重点を置きすぎるあまり、
培われた経験を軽く見るきらいがありました。　そこに着目し、今年度はゼロから
始めるのではなくこれまでの土台に立って効率良く活動を進めることをメンバー間
で徹底していくことを全面に掲げたコンセプトとなっております。　そして、それ
を実行するに当たって今年度新体制では、３つの「効率化」を柱とすることにしま
した。　それは「作業の効率化」「設計、製作の効率化」「スケジュールの効率化」
の３つです。以下、その３点について説明いたします。

　作業の効率化の面では、リーダー（高橋忠将　３回生）の下にマネジメント統括
を行うサブリーダー（塚本翔太　４回生）と車両製作を統括するサブリーダー（武
田智行　２回生）を配置、その下に各パートリーダーを配置しました。　そうする
ことで、本来全体の監督をするのが業務であるものの、毎年多くの仕事を負担する
こととなっていたリーダーの仕事を削減。　「リーダーの仕事は仕事を振り分ける
ことと報告を受けること」という体制の確立を目指します。

　設計、製作面においては、「経験のある方法」を用いることによって作業時間の
短縮を図ります。　しかしながら、これは「過去の経験の寄せ集め」を必ずしも意
味するものではありません。　車両の早期完成によって残った時間を実走行と改良
部品の製作に充てることができます。　ここで計測したデータやドライバーの意見
を反映した改良を車両全体に施していくことで、結果的に、始めから新技術をふん
だんに使った応用的な部品を製作するよりも短時間で、かつニーズにきっちりと適
合した車両が完成すると考えております。　また、スケジュール管理についてもも
う一度見直すことにいたしました。　今年度は、各週単位でスケジュールを構成
し、メンバーがそれと自分の作業を確認、比較することにより、従来よりも細かい
レベルで作業の進捗や遅延を把握できるようにしました。　それとともに、スケ
ジュールに沿って目前の目標をひとつずつこなしていけば知らず知らずのうちに車
両完成に近づけることができるような体制を築いて参ります。

「今年度のKARTは一味違う」そう皆様に思っていただけるように、メンバー一同努
力してまいります。　どうか暖かいご声援のほど、よろしくお願いいたします。


